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児
童
手
当
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た 

 
 

児
童
手
当
が
、
小
学
校
第
３
学
年
終
了
前
（９
歳

に
な
っ
た
年
の
最
初
の
年
度
末
）ま
で
拡
大
さ
れ
ま

し
た
。 

児
童
手
当
を
受
け
る
た
め
に
は
、
申
請
手
続
き
が

必
要
で
す
の
で
、
健
康
福
祉
課
担
当
窓
口
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。 

な
お
、
改
正
に
伴
う
新
規
請
求
等
は
、
９
月
30
日

ま
で
受
け
付
け
し
た
も
の
に
限
り
、
特
例
的
に
平
成

16
年
４
月
１
日
に
さ
か
の
ぼ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
所
得
制
限
限
度
内
の
も
の
に
限
る
） 

 

児
童
手
当
に
は
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
所
得
制

限
額
は
扶
養
親
族
等
人
数
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課 

 
 

２
―
３
９
３
９ 

 

西
町
・
東
町
地
区 

街
並
み
景
観
を
考
え
る
会
（第
６
回
）  

 

２
月
よ
り
、
小
笠
原
ら
し
い
街
並
み
の
検
討
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
皆
さ
ん
と
進
め
て
き
た
、
小

笠
原
ら
し
い
街
並
み
の
検
討
結
果
を
イ
ラ
ス
ト
や
イ

メ
ー
ジ
写
真
で
表
し
ま
す
。 

初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
も
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
ま
ち
づ
く
り
に

生
か
し
ま
し
ょ
う
。 

 

【
日
時
】
７
月
16
日
（金
）
午
後
７
時
～
９
時 

【
場
所
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム 

 

●
問
合
せ
先 

企
画
課
企
画
係 

 
 
 
 

 

２
―
３
１
２
０ 

小
笠
原
支
庁
土
木
課 

 
 
 

２
―
２
１
２
３ 
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小笠原村の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率

6/25 現在 

父島 

87.7/100 

母島  

73.4/100 

5 月気象状況（父島）

最高気温   29.8℃ 

最低気温   19.2℃ 

平均気温   24.8℃ 

平均湿度   82％ 

月降水量   36.5mm

住民基本台帳登録者数（６/１） 

            2,393 人 

             父島      母島   

   人口     1,943 人   450 人 

  世帯数    1,063     242 

短期滞在者       12 人      21 人 

ＮＯ．４８６ 

平成 16 年(2004) 

７/１(木) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり

 

 小笠原村がエコツーリズム推進モデル地区に  
 

環境省が、全国にエコツーリズムを普及･定着させるために行う「国立公園等エコツーリズム推進モデル事業」の

モデル地区に小笠原村が選定されました。 

全国５３か所の応募に対し、１３か所が選定されたもので、小笠原村はその内の１か所として選ばれました。 

推進モデル地区に選定されたことで、今後３年間の計画で、資源調査、推進組織づくり、プログラム開発、人材

育成、ルールづくりなどを環境省等の支援を受けながら進めていくことになります。 
 

《参考》環境省「エコツーリズム推進会議」資料より 
◎エコツーリズムとは 

自然環境や歴史文化を対象とし、それらを体験し学ぶとともに、対象となる地域 
の自然環境や歴史文化の保全に責任を持つ観光のありかた。 
 

◎エコツーリズムの効果 
① 環境保全 
  地域の自然環境･文化資源に対しては、それらの価値が維持されるよう保全され、または向上する 

② 観光振興 
観光業に対しては、新たなニーズに的確に対応し、新たな観光需要を起こすことができる 

③ 地域振興 
地域社会に対しては、雇用の確保、経済波及効果、住民が地域に誇りを持つことなどにより、地域振興につながる

  

●問合せ先 産業観光課 ２―３１１４ 

 

 ＴＳＬの船名が決定！ 
 

ＴＳＬ（テクノスーパーライナー）の船名が 「ＳＵＰＥＲ ＬＩＮＥＲ ＯＧＡＳＡＷＡＲＡ」 に決定しました。 

来年の就航に向け、着々と建造が進み、１０月下旬には、進水式が行なわれる予定です。 
 

●問合せ先 企画課 ２－３１２０ 
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第
３
次
小
笠
原
村
総
合
計
画 

概
要
版
の
配
布 

  

「第
３
次
小
笠
原
村
総
合
計
画
」の
概
要
版
を
各
戸

に
配
布
し
ま
し
た
。 

 

概
要
版
は
今
後
の
小
笠
原
の
む
ら
づ
く
り
の
指
針

と
な
る
、
総
合
計
画
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
も
の

で
す
。 

計
画
の
実
現
に
向
け
、
む
ら
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
た
め
に
は
、
村
民
の
皆
様
の
自
主
的
・
主
体
的
な

参
加
が
必
要
で
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

企
画
課
企
画
係 

 

２
―
３
１
２
０ 

 

島
外
進
学
者
支
援
制
度 

 

東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
で
は
、
（財
）七

島
学
生
寮
の
廃
止
に
伴
う
島
外
進
学
者
に
対
す
る
支

援
策
と
し
て
、
今
年
度
よ
り
「
東
京
都
島
し
ょ
町
村

島
外
進
学
者
支
援
制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
制
度
は
、
島
し
ょ
町
村
の
義
務
教
育
修
了
者

の
う
ち
島
外
に
進
学
さ
れ
る
方
が
、
学
生
会
館
等
に

入
寮
す
る
際
に
必
要
な
入
寮
保
証
金
を
東
京
都
島
嶼

町
村
一
部
事
務
組
合
が
立
替
払
い
を
す
る
制
度
で
す
。 

こ
の
制
度
の
利
用
希
望
者
の
た
め
の
学
生
会
館
等

の
施
設
見
学
・
説
明
会
を
内
地
に
お
い
て
次
の
日
程

で
行
い
ま
す
。 

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【
日
程
】 

《
男
子
学
生
会
館
》
８
月
24
日
（火
） 

《
女
子
学
生
会
館
》
８
月
25
日
（水
） 

【
時
間
】
午
前
９
時
30
分 

島
嶼
会
館
集
合 

（午
後
４
時
終
了
予
定
） 

【
参
加
資
格
】
島
外
進
学
者
本
人
お
よ
び
保
護
者 

【
申
込
期
限
】
７
月
23
日
（金
） 

【
申
込
先
】
村
役
場
総
務
課
お
よ
び
母
島
支
所 

（
窓
口
に
申
込
表
を
用
意
し
て
い
ま
す
。） 

 ●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

マ
ル
福
医
療
費
助
成
制
度 

新
規
受
付
を
開
始
し
ま
す 

 

マ
ル
福
医
療
費
助
成
制
度
と
は
、
都
内
に
住
む
、

７
月
１
日
現
在
で
67
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
国
民
健

康
保
険
加
入
者
ま
た
は
各
種
社
会
保
険
の
被
扶
養
者

を
対
象
に
、
医
療
費
の
自
己
負
担
金
を
軽
減
す
る
制

度
で
す
。
対
象
者
に
は
、
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。 

村
民
課
住
民
係
ま
た
は
母
島
支
所
窓
口
で
７
月
中

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。（継
続
し
て
対
象
と
な
る
方

は
、
新
た
に
申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
平
成

15
年
中
の
所
得
確
認
後
、
随
時
医
療
証
を
送
付
し
ま

す
。
所
得
超
過
等
で
対
象
に
な
ら
な
い
方
に
も
連
絡

し
ま
す
。） 

【
対
象
者
（新
規
）】 

昭
和
11
年
７
月
１
日
～
昭
和
12
年
６
月
30

日
の
間
に
生
ま
れ
た
方 

※
対
象
者
は
、
申
請
後
、
所
得
が
確
定
し
だ
い
決 

定
し
、
７
月
１
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。 

 

※
マ
ル
福
制
度
は
、
平
成
19
年
６
月
を
も
っ
て 

制
度
が
終
了
し
ま
す
。 

※
昭
和
12
年
７
月
１
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
は
、 

マ
ル
福
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。 

 

◎
マ
ル
福
限
度
額
適
用
認
定
証
の 

継
続
・
新
規
申
請
に
つ
い
て 

 

非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方
は
、
マ
ル
福
限
度
額
適

用
認
定
証
を
取
得
し
て
、
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ

と
に
よ
り
、
一
部
負
担
金
の
限
度
額
が
引
き
下
げ
ら

れ
ま
す
。 

【
留
意
事
項
】 

「非
課
税
世
帯
」
と
は
、
住
民
票
上
の
世
帯
の
ほ

か
、
税
法
上
の
扶
養
関
係
、
健
康
保
険
の
扶
養
関

係
な
ど
の
主
た
る
生
計
維
持
者
を
含
め
て
判
断
し

ま
す
。 

【
申
請
方
法
】 

継
続
し
て
マ
ル
福
医
療
証
の
交
付
を
受
け
た
方

に
は
、
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。 

新
規
医
療
証
交
付
者
・
前
年
度
課
税
世
帯
等
で

非
該
当
と
な
ら
れ
て
い
る
方
等
は
、
窓
口
で
の
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

村
民
対
話
集
会 

  

村
民
対
話
集
会
を
開
催
し
ま
す
。 

 

村
長
が
、
村
民
の
皆
様
か
ら
直
接
意
見
を
う
か
が

う
こ
と
に
よ
り
、村
民
と
行
政
と
の
対
話
を
促
進
し
、

よ
り
よ
い
村
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

今
回
は
、
特
に
テ
ー
マ
を
決
め
ず
、
皆
様
か
ら
の

自
由
な
意
見
を
お
聞
き
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
母
島
】 

《
日
時
》
７
月
７
日
（水
）
午
後
７
時
～ 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

【
父
島
】 

《
日
時
》
７
月
14
日
（水
） 

 
 
 

午
前
の
部 

午
前
10
時
～ 

 
 
 

午
後
の
部 

午
後
７
時
～ 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

 

村
民
意
見
・
提
案
・
相
談
受
付
窓
口 

 

今
月
の
村
民
意
見
・
提
案
・
相
談
受
付
窓
口
は
、

７
月
28
日
（水
）に
開
設
い
た
し
ま
す
。 

相
談
日
以
外
で
も
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

【
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
５
時
30
分 

（
正
午
～
午
後
１
時
30
分
を
除
く
） 

【
場
所
】
父
島 
村
民
課 

 
 
 
 

母
島 

母
島
支
所 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所
庶
務
係 
３
―
２
１
１
１ 

第
７
回
く
ら
し
の
総
合
相
談 

  

法
律
関
係
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「小
笠
原
サ
ポ
ー

ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
」と
東
京
三
弁
護
士
会
「小
笠
原

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
」の
共
催
に
よ
り
、「
第
７
回
く

ら
し
の
総
合
相
談
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

ご
相
談
の
あ
る
方
・
お
悩
み
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

 

◎
く
ら
し
の
総
合
相
談
（法
律
・税
務
等
）、
遺
言
相
談 

 

皆
様
の
法
律
相
談
、
税
務
相
談
、
遺
言
の
相
談
に

無
料
で
応
じ
ま
す
。
公
正
証
書
で
遺
言
を
作
成
す
る

場
合
は
有
料
と
な
り
ま
す
。 

【
日
時
】
７
月  

９     

日
（金
）
午
後
７
時
～
９
時 

７
月
10
日
（土
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時 

（
正
午
～
１
時
を
除
く
） 

【
場
所
】
父
島 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 
 
 
 

母
島 

母
島
支
所
２
階
会
議
室 

※
相
談
の
事
前
予
約
も
受
け
付
け
ま
す
。
村
民
課
お

よ
び
母
島
支
所
に
用
意
し
て
あ
る
「
相
談
受
付
票
」

を
ご
利
用
い
た
だ
く
か
、
受
付
専
用
電
話 

０
８
０

―
１
０
８
７
―
５
４
７
７
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。 

※
ご
要
望
が
あ
れ
ば
相
談
会
場
以
外
に
出
張
し
て
ご

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。 

 

◎
く
ら
し
の
法
律
教
室
「
売
掛
金
の
回
収
方
法
」 

 

「商
品
を
売
り
渡
し
た
が
、
代
金
が
回
収
で
き
な

い
。」「
ア
パ
ー
ト
を
貸
し
て
い
る
が
、
家
賃
を
払
っ

て
も
ら
え
な
い
。」
そ
ん
な
と
き
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
で
し
ょ
う
。
皆
様
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。 

【
日
時
】
７
月
10
日
（土
）
午
後
２
時
～
３
時 

【
場
所
】
父
島 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 
 
 
 

母
島 

母
島
支
所
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 
  

２
―
３
１
１
３ 

 
 

小
笠
原
サ
ポ
ー
ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
専
用
電
話 

０
８
０
―
１
０
８
７
―
５
４
７
７ 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
８
１
―
１
５
１
１ 
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７
月
は
ポ
ン
コ
ツ
車
の
島
外
搬
出
月 

 
 

自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
原
付
、
古
タ
イ
ヤ
の
島

外
搬
出
を
奇
数
月
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

古
タ
イ
ヤ
以
外
は
、
す
べ
て
事
前
予
約
が
必
要
で

す
。
予
約
は
先
着
順
に
受
け
付
け
、
一
定
数
に
達
し

た
時
点
で
締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。 

搬
出
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
お
早
め
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
予
約
の
な
い
車
両
の
搬
出
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
搬
出
当
日
の
岸
壁
は
狭
く
危
険
な
た
め
、

車
両
搬
出
以
外
の
目
的
で
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。 

【
申
込
期
限
】
７
月
16
日
（金
） 

次
回
以
降
の
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け
付
け
し

ま
す
。 

【
搬
出
予
定
】
７
月
下
旬 

搬
出
予
定
日
等
は
、
村
掲
示
板
と
防
災
無
線
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

村
民
課
環
境
衛
生
係 

 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

               

村
営
バ
ス
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
夏
季
ダ
イ
ヤ
の
実
施 

  
 

村
営
バ
ス
で
は
、
夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
到
来
に

合
わ
せ
、
土
・
日
曜
日
の
扇
浦
線
に
つ
い
て
、
夏

季
ダ
イ
ヤ
を
設
定
し
ま
し
た
。
夏
季
ダ
イ
ヤ
は
、

通
常
の
休
日
ダ
イ
ヤ
よ
り
始
発
が
１
時
間
早
く
、

終
発
が
１
時
間
遅
く
な
り
ま
す
。 

 
 

こ
れ
に
よ
り
、
小
港
海
岸
、
ジ
ョ
ン
・
ジ
ニ
ー

ビ
ー
チ
な
ど
の
遠
く
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
も
時
間

に
余
裕
を
持
っ
て
お
出
か
け
に
な
れ
ま
す
。 

 
 

村
営
バ
ス
で
、
夏
の
休
日
を
楽
し
く
野
外
で
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

【
実
施
期
間
】
７
月
24
日
（土
）～
８
月
29
日
（日
） 

※
土
・
日
曜
日
の
み 

【
運
行
路
線
】 

《
扇
浦
線
（村
役
場
前
～
小
港
海
岸
往
復
）》 

村
役
場
前 

始
発 

午
前
８
時
15
分 

終
発 

 

午
後
５
時
15
分 

小
港
海
岸 
始
発 

午
前
８
時
35
分 

終
発 

 
 
 
 

  

午
後
５
時
35
分 

昼
を
除
き
１
時
間
に
１
本
の
運
行
で
す
。 

循
環
線
は
通
常
の
休
日
ダ
イ
ヤ
と
な
り
ま
す
。 

 

◎
新
ダ
イ
ヤ
・
コ
ー
ス
に
よ
る
運
行 

  

村
営
バ
ス
は
、
９
月
１
日
（水
）か
ら
新
し
い
ダ
イ

ヤ
お
よ
び
コ
ー
ス
に
よ
る
運
行
を
開
始
す
る
予
定
で

す
。
村
民
の
皆
様
に
は
「
村
営
バ
ス
・
新
ダ
イ
ヤ
改

正
に
つ
い
て
」
を
全
戸
に
配
布
し
、
ご
意
見
を
募
集

し
ま
す
。
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
後
に
、
正
式
な
ダ

イ
ヤ
を
決
定
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
た
く
さ
ん
の
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

 

新
ダ
イ
ヤ
は
、
８
月
上
旬
に
お
知
ら
せ
す
る
予
定

で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

ご
利
用
に
関
す
る
こ
と 

 

 
 
 

村
営
バ
ス
営
業
所 

 
 
 

２
―
３
９
８
８ 

新
ダ
イ
ヤ
に
関
す
る
こ
と 

 
 
 

産
業
観
光
課
企
業
係 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

閑
散
期
対
策
事
業
（村
補
助
事
業
） 

 

村
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
「
小
笠
原
村
閑
散

期
対
策
事
業
費
補
助
制
度
」
を
設
け
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
島
内
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
等
が
行
う
事

業
で
、
い
わ
ゆ
る
閑
散
期
に
観
光
客
な
ど
の
来
訪
者

の
誘
致
が
見
込
め
る
事
業
に
対
し
て
、
そ
の
事
業
費

の
一
部
を
補
助
す
る
と
い
う
制
度
で
す
。 

 

創
意
工
夫
の
あ
る
事
業
を
計
画
し
、
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。 

補
助
要
綱
は
、
産
業
観
光
課
、
母
島
支
所
で
配
布

し
て
い
ま
す
。 

【
補
助
対
象
】 

 
 

構
成
員
が
概
ね
５
名
以
上
で
、
村
が
補
助
す
る

に
相
応
し
い
計
画
な
ど
を
持
つ
団
体
、
グ
ル
ー
プ 

 
 

等 

【
対
象
事
業
】 

 
 

閑
散
期
（年
末
年
始
を
除
く
９
月
か
ら
３
月
ま

で
の
期
間
）に
観
光
客
な
ど
の
来
訪
者
の
誘
致
が

見
込
め
、
か
つ
、
村
の
経
済
活
性
化
に
資
す
る
と

認
め
ら
れ
る
事
業 

【
補
助
金
額
お
よ
び
件
数
】 

１
件
25
万
円
を
限
度
と
し
て
補
助
し
ま
す
。 

募
集
数
４
件 

【
申
請
期
限
】
８
月
20
日
（金
） 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課
産
業
観
光
係 

 

２
―
３
１
１
４ 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 
母
島
静
沢
地
区
遊
歩
道
の
名
称
決
定 

 
母
島
静
沢
地
区
の
遊
歩
道
の
名
称
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
応
募
者
数
23
人
、
応
募
点
数
27
点
が
あ

り
、
母
島
観
光
協
会
、
母
島
支
所
お
よ
び
産
業
観
光

課
で
厳
正
に
審
査
し
た
結
果
、
次
の
名
称
に
決
定
し

ま
し
た
。 

名
称
は
佐
賀
県
の
長 
和
弘
さ
ん
か
ら
ご
応
募
い

た
だ
い
た
「
静
沢
の
森
遊
歩
道
」
で
す
。 

決
定
理
由
は 

① 

場
所
が
特
定
し
や
す
い
こ
と
。 

② 

戦
跡
だ
け
で
な
く
、森
林
浴
や
見
晴
ら
し
な
ど
が

良
い
こ
と
な
ど
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。 

こ
の
遊
歩
道
は
、
港
か
ら
徒
歩
10
分
程
度
の
場
所

に
位
置
し
、
眺
望
も
良
く
、
砲
台
な
ど
の
戦
跡
の
散

策
や
夕
日
の
観
賞
、
春
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。 

皆
様
の
憩
い
の
場
と
し
て
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

名
称
募
集
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に 

は
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

         

●
問
合
せ
先 

 

産
業
観
光
課
産
業
観
光
係 

  

２
―
３
１
１
４ 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 

  

３
―
２
１
１
１ 

 

し
な
が
わ
水
族
館
「
小
笠
原
展
」 

 

し
な
が
わ
水
族
館
で
、
７
月
10
日
（土
）か
ら
９
月

27
日
（月
）ま
で
の
間
、
特
別
展
と
し
て
「
小
笠
原
展
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

小
笠
原
に
生
息
す
る
生
き
物
や
パ
ネ
ル
展
示
に
よ

り
小
笠
原
の
魅
力
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。 

こ
の
期
間
に
上
京
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。 

詳
し
く
は
、
し
な
が
わ
水
族
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で 

 

●
問
合
せ
先 

 

産
業
観
光
課
産
業
観
光
係   

２
―
３
１
１
４ 

し
な
が
わ
水
族
館 ０

３
―
３
７
６
２
―
３
４
３
３ 

http://w
w
w
.aquarium

.gr.jp/fram
e1.htm

l 
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パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
品
評
会
結
果 

 
６
月
13
日
（日
）に
「
第
４
回
パ
ッ
シ
ョ
ン
・フ
ル
ー
ツ

祭
」が
父
島
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場
で
開
催
さ
れ
、

小
笠
原
の
特
産
品
「
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
」
品
評
会
の

入
選
パ
ッ
シ
ョ
ン
の
展
示
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

各
賞
の
受
賞
農
家
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
金
賞
】 

《
小
笠
原
村
長
賞
》 

《
JA
東
京
島
し
ょ
小
笠
原
父
島
支
店
長
賞
》 

《
小
笠
原
村
観
光
協
会
長
賞
》 

母
島 

都
留 

明
香 

【
銀
賞
】 

《
小
笠
原
総
合
事
務
所
長
賞
》 

父
島 

森
本 

智
晶 

 

《
小
笠
原
支
庁
長
賞
》 

父
島 

田
代 

美
穂 

【
銅
賞
】 

《
母
島
観
光
協
会
長
賞
》 

父
島 

田
代 

美
穂 

《
小
笠
原
海
運
株
式
会
社
社
長
賞
》 

父
島 

友
野 

裕
亮 

《
東
京
都
農
業
共
済
組
合
長
賞
》 

母
島 

フ
ル
ー
ツ
ラ
ン
ド
海
原 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
産
業
活
性
化
対
策
協
議
会 

（
産
業
観
光
課
内
）
２
―
３
１
１
４ 

 

村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間
】
５
月
26
日
～
６
月
６
日 

○
Ｔ
Ｓ
Ｌ
要
望
活
動 

○
世
界
自
然
遺
産
打
合
せ 

○
全
国
離
島
振
興
審
議
会
総
会
出
席 

○
東
京
都
町
村
会
臨
時
総
会
出
席 

な
ど 

  

   

     

ア
カ
ギ
駆
除
の
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集 

 

母
島
に
は
、
天
然
記
念
物
の
ハ
ハ
ジ
マ
メ
グ
ロ
や

ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
な
ど
の
希
少
種
が
、
小
笠

原
固
有
植
物
の
実
を
食
べ
る
な
ど
し
て
生
息
し
て
い

ま
す
。 

し
か
し
、
ア
カ
ギ
な
ど
の
外
来
種
の
侵
入
に
よ
っ

て
、
固
有
植
物
の
実
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ

ら
の
希
少
種
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。 

内
地
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に
ア
カ
ギ
の

駆
除
（萌
芽
処
理
な
ど
）に
協
力
し
て
く
だ
さ
る
村
民

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。 

ぜ
ひ
一
緒
に
母
島
の
貴
重
な
生
態
系
を
保
全
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。 

夜
に
は
ア
カ
ギ
染
め
体
験
（有
料
・人
数
制
限
有
）

も
実
施
し
ま
す
。 

 【
日
時
】
７
月
10
日
（土
）
午
前
９
時
～ 

【
場
所
】
母
島 

桑
ノ
木
山 

【
募
集
人
数
】
30
人 

【
費 

用
】
百
円
（保
険
料
） 

【
申
込
先
】
母
島
観
光
協
会 

３
―
２
３
０
０ 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

２
―
２
１
０
３ 

          

小
笠
原
か
ら
植
物
等
を 

持
ち
出
さ
れ
る
皆
様
へ 

 

小
笠
原
諸
島
に
は
、
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
与

え
る
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
や
、
さ
つ
ま
い
も
な
ど
の

害
虫
で
あ
る
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
・イ
モ
ゾ
ウ
ム

シ
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
害
虫
が
発
生
し

て
い
な
い
地
域
へ
広
が
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
さ

つ
ま
い
も
な
ど
の
一
部
の
植
物
は
、
植
物
防
疫
法
に

よ
り
、
持
ち
出
し
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
小
笠
原
諸
島
か
ら
内
地
へ
持
ち
出
さ
れ
る

観
葉
植
物
な
ど
の
鉢
植
え
植
物
に
つ
い
て
は
、
植
物

防
疫
官
（母
島
は
植
物
防
疫
補
助
員
）に
よ
り
、
ア
フ

リ
カ
マ
イ
マ
イ
が
付
着
し
て
い
な
い
こ
と
の
確
認
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
鉢
植
え
植
物
を
内
地
へ

持
ち
出
す
際
は
、
必
ず
植
物
防
疫
官
の
確
認
を
受
け

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

【
小
笠
原
諸
島
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
】 

      

【
鉢
植
え
植
物
の
確
認
実
施
場
所
】 

           

●
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
業
務
課 

２
―
２
１
４
５ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
.pps.go.jp/ 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
７
月
の
「
母

島
巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
７
月
12
日
（月
）
午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

網
・わ
な
猟
、
銃
猟
免
許
受
験
希
望
者
調
査 

 

ノ
ヤ
ギ
を
捕
獲
駆
除
す
る
場
合
、
狩
猟
免
許
が
必

要
で
す
が
、島
内
で
は
試
験
が
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。  

こ
の
た
め
、
受
験
希
望
者
を
募
り
、
試
験
実
施
の

条
件
と
な
る
30
名
以
上
の
希
望
者
が
あ
っ
た
場
合
、

島
内
で
の
試
験
開
催
に
向
け
て
準
備
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

受
験
を
希
望
す
る
方
は
７
月
16
日
（金
）ま
で
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

※
今
回
は
あ
く
ま
で
希
望
調
査
で
す
の
で
、
試
験
の 

 

実
施
を
約
束
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

【
申
込
方
法
】 

電
話
、
窓
口
、
郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
受

け
付
け
し
ま
す
。 

【
費
用
（参
考
）】 

《
受
験
手
数
料
》
５
３
０
０
円 

《
事
前
セ
ミ
ナ
ー
》
約
１
万
２
千
円
（
任
意
参
加
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
支
庁
産
業
課
産
業
係 

２
―
２
１
２
２ 

 
 

 

電
子
メ
ー
ル 

S0200005@
section.m

etro.tokyo.jp 

ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ 

ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ 

イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ 

害 
 

虫 

あ
さ
が
お
・
さ
つ
ま
い
も
・ 

ぐ
ん
ば
い
ひ
る
が
お
等
の
生
茎

お
よ
び
生
塊
根
等
の
地
下
部 

植 
 
 

物 

東
京
島
し
ょ 

農
協
小
笠
原 

母
島
支
店

二
見
港 

船
客
待
合
所 

小
笠
原 

総
合
事
務
所 

場 

所 

手 

荷 

物 

携
帯
品
等 

ゆ
う
パ
ッ
ク 

宅 

配 

便 

対 

象 

物 

母
島
で
は
植
物
防
疫
補
助
員
が 

 

植
物
の
確
認
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

定
期
船
出
港
日 

  

出
港
１
時
間
前
～ 

平
日
（
午
前
８
時 

 
     

～
午
後
５
時
） 

時 

間 
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ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
夏
の
特
設
展 

 

◎
き
れ
い
な
海
？ 

小
笠
原
の
海
は
今･･･

（仮
称
） 

 

【
期
間
】
７
月
21
日
（水
）～
９
月
１
日
（水
） 

※
期
間
中
は
、
夜
間
開
館
日
も
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 
２
―
３
０
０
１ 

 

お
祭
り
広
場
の
電
灯
消
灯 

 

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
期
を
迎
え
た
た
め
、
産
卵

の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
大
神
山
公
園
前
浜
地
区

の
照
明
を
消
灯
し
て
い
ま
す
。 

皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解 

を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
期
間
】
８
月
31
日
（火
）ま
で 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係 

２
―
２
１
２
３ 

 

海
の
安
全
運
動 

 

７
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
の
間
、次
の
テ
ー

マ
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
た
、
海
の
安
全
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。 

○
自
己
救
命
策
の
確
保
の
徹
底 

○
国
際
Ｖ
Ｈ
Ｆ
無
線
お
よ
び
Ａ
Ｉ
Ｓ
（船
舶
自
動
識

別
装
置
）の
適
正
使
用 

○
見
張
り
の
励
行 

 

こ
の
運
動
は
、
海
難
、
海
浜
事
故
防
止
を
図
ろ
う

と
す
る
も
の
で
す
。
無
理
せ
ず
余
裕
を
も
っ
て
マ
リ

ン
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

 

大
切
な
命
を
自
分
で
守
る
為
に
、 

海
へ
赴
く
際
は
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。 

 

①
乗
船
時
に
お
け
る
救
命
胴
衣
の
着
用 

   

12
歳
未
満
の
お
子
様
並
び
に
水
上
オ
ー
ト
バ

イ
、
一
人
乗
り
小
型
漁
船
で
操
業
さ
れ
る
方
は
救

命
胴
衣
の
着
用
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

②
連
絡
手
段
の
確
保 

   

無
線
機
器
、
携
帯
電
話
を
携
行
し
ま
し
ょ
う
。 

③
見
張
り
の
励
行 

   

無
理
な
運
航
は
せ
ず
、
船
舶
運
航
の
際
は
見
張

り
を
励
行
し
、
危
険
を
感
じ
た
ら 

早
め
に
海
上

保
安
庁
へ
の
通
報
を
し
ま
し
ょ
う
。 

  

海
の
緊
急
電
話
１
１
８
番 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
上
保
安
署
２
―
７
１
１
８ 

 

国
民
生
活
金
融
公
庫
に
よ
る
金
融
相
談 

 
商
工
会
で
は
、
国
民
生
活
金
融
公
庫
の
担
当
者
を

招
き
「
出
張
金
融
相
談
」
を
開
催
し
ま
す
。 

事
業
用
資
金
や
教
育
資
金
、
こ
れ
か
ら
商
売
を
始

め
ら
れ
る
方
な
ど
を
対
象
に
行
い
ま
す
の
で
、
相
談

を
希
望
さ
れ
る
方
は
商
工
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》
７
月
４
日
（日
）、
５
日
（月
） 

午
前
９
時
～
午
後
５
時 

（
正
午
～
午
後
１
時
30
分
を
除
く
） 

《
場
所
》
商
工
観
光
会
館
２
階
会
議
室 

【
母
島
】 

《
日
時
》
７
月
４
日
（
日
） 

午
前
８
時
30
分
～
午
前
11
時 

《
場
所
》
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
商
工
会 

２
―
２
６
６
６ 

       

島
内
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
に
よ
る
ゴ
ミ
分
析 

 

商
工
会
青
年
部
で
は
、
島
内
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活

動
を
行
い
な
が
ら
、
ゴ
ミ
や
漂
着
物
を
分
類
・
集
計

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
分
析
結
果
を
村
民
の
皆
様

に
も
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
今
後
の
改
善
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
４
月
26
日
と

５
月
22
日
に
行
な
っ
た
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
の
結
果

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。 

 
 

◎
観
光
ポ
イ
ン
ト
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
の
結
果
（４
／
26
） 

 

【
作
業
場
所
】
展
望
台
、
休
憩
舎
や
駐
車
場
な
ど 

【
結
果
】
タ
バ
コ
の
吸
殻
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
が
特

に
多
い
。
こ
の
２
種
類
で
ゴ
ミ
全
体
の
38
％
と

23
％
を
占
め
、
合
わ
せ
て
61
％
に
な
る
。
タ
バ

コ
は
ポ
イ
捨
て
と
想
定
さ
れ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

に
関
し
て
は
、
漂
着
物
が
多
い
と
想
定
さ
れ
る
。 

タ
バ
コ
の
吸
殻
は
青
灯
台
が
特
に
多
い
。
こ
こ

だ
け
で
も
、
全
体
の
22
％
を
占
め
る
。
場
所
別
で

も
、
青
灯
台
の
ゴ
ミ
が
一
番
多
か
っ
た
。
利
用
者

の
マ
ナ
ー
が
問
わ
れ
る
。 

 

◎
境
浦
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
の
結
果
分
析
（５
／
22
） 

 

【
作
業
場
所
】
境
浦
砂
浜
お
よ
び
そ
の
周
辺
エ
リ
ア 

【
結
果
】
ゴ
ミ
の
総
量
４
８
０
㎏ 

《
ゴ
ミ
点
数
の
順
位
》 

１
位 

硬
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
破
片 

２
位 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
シ
ー
ト
や
袋
の
破
片 

３
位 

ふ
た
・
キ
ャ
ッ
プ 

４
位 

ロ
ー
プ･

ひ
も 

５
位 

カ
キ
養
殖
用
パ
イ
プ 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
破
片
が
際
立
っ
て
多
く
、
ほ
か

も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
が
大
半
を
占
め
る
。
ま
た
水

産
・つ
り
関
連
の
も
の
が
４
位
と
５
位
を
占
め
、
ほ

か
に
も
多
数
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
島
外
か
ら
の
漂

着
ゴ
ミ
と
思
わ
れ
る
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
水
産･

つ
り
関
連
の
ゴ
ミ
に
つ
い
て
、
島
内
で
も
何
ら
か

の
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
商
工
会
青
年
部 

 
２
―
２
６
６
６ 

船
客
待
合
所
の
お
土
産
売
店 

ア
ル
バ
イ
ト
募
集 

  

小
笠
原
村
観
光
協
会
で
は
、
お
土
産
売
店
「
船
待

屋
」
を
二
見
港
船
客
待
合
所
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定

で
す
。 

 

７
月
下
旬
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
ア
ル
バ
イ
ト
を

募
集
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

【
勤
務
日
時
】
お
が
さ
わ
ら
丸
出
港
日 

午
前
11
時
～
午
後
３
時 

【
勤
務
内
容
】
商
品
陳
列
、
販
売
な
ど 

【
時 

 

給
】
８
７
０
円 

【
応
募
期
限
】
７
月
５
日
（月
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
観
光
協
会 

 
 
 

２
―
２
５
８
７ 

 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

盆
踊
り
大
会
・
花
火
大
会 

 

小
笠
原
の
夏
の
風
物
詩
、
盆
踊
り
大
会
お
よ
び
花

火
大
会
は
、
次
の
日
程
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

夜
店
出
店
募
集
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
号
の
村

民
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

【
盆
踊
り
大
会
】
８
月
12
日
（木
）～
14
日
（土
） 

【
花
火
大
会
】
８
月
13
日
（金
） 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局 

 
 

（小
笠
原
イ
ベ
ン
ト
協
議
会
内
） 

２
―
２
１
８
７ 
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母
島
診
療
所 

歯
科
診
療
の
開
始 

  

７
月
６
日
（火
）よ
り
、
母
島
診
療
所
の
歯
科
診
療

業
務
を
再
開
し
ま
す
。 

 

【
予
約
受
付
】
７
月
５
日
（月
）～
（
順
次
予
約
） 

【
派
遣
病
院
】
東
京
歯
科
大
学
水
道
橋
病
院 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 

薬
剤
相
談 

  

薬
剤
師
に
よ
る
専
門
相
談
を
行
い
ま
す
。
一
般
的

な
薬
の
情
報
の
ほ
か
、
普
段
服
用
し
て
い
る
薬
に
つ

い
て
効
能
、
副
作
用
、
飲
み
合
せ
な
ど
個
別
相
談
に

の
り
ま
す
。 

希
望
す
る
方
は
、
直
接
診
療
所
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。 

 【
日
程
】 

《
母
島
》
７
月
28
日
（水
）～
30
日
（金
） 

《
父
島
》
８
月
２
日
（月
）～
６
日
（金
） 

【
受
付
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分 

（
正
午
～
午
後
２
時
を
除
く
） 

【
薬
剤
師
】 

猪
股 

ふ
み
子 

（
自
治
医
科
大
学
付
属
大
宮
医
療
セ
ン
タ
―
） 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

      

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（父
島
） 

 
 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。
６
歳

未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前

に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
３
，
４
か
月
、
６
か
月
、
９
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
日 

時
】
７
月
５
日
（月
）
午
後
２
時
～
４
時 

（
受
付
は
２
時
～
２
時
30
分
） 

【
場 

所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

 

●
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課 

 
 

２
―
３
９
３
９ 

 

乳
幼
児
心
理
相
談 

 

今
月
は
、
子
ど
も
の
精
神
発
達
、
言
語
発
達
、
社

会
性
、
し
つ
け
（
食
事
、
睡
眠
、
排
泄
、
生
活
習
慣
）

に
関
し
て
専
門
的
な
知
識
を
も
っ
た
心
理
相
談
員
が

来
島
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は

事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
７
月
27
日
（火
）
午
後
４
時
～
５
時 

７
月
28
日
（水
） 

午
前
８
時
30
分
～
10
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
２
階 

 

【
父
島
】 

《
日
時
》
７
月
29
日
（木
） 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時 

（
午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時
を
除
く
） 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

 

●
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課 

 
 

２
―
３
９
３
９ 

 聟島列島北之島周辺海域の自主禁漁区の設定  
 

小笠原周辺海域では、根魚資源の減少傾向が顕著になってきているため、小笠原島漁業協同組合では、平成１０年より禁漁区を 
設定し、資源管理に努めてきました。 
平成１３年７月９日から禁漁区に設定してきた媒島（畳岩を含む）を 平成１６年７月９日より解禁とし、資源管理をしながら大切に

していきたいと考えています。 

なお、媒島を解禁する代わりに北之島（一ノ岩を含む）を禁漁区に設定することにしました。 
前回同様、船釣り・磯釣り・穴ダコ採補の自粛をお願いします。 
禁漁期間は、資源の回復状況を見ながら判断しますが、媒島の 

場合と同程度の期間は必要だと考えています。また、資源を少し 
でも早く回復させるため、禁漁区に魚の放流を考えています。 
村民の皆様にも趣旨をご理解いただき、前回同様、北之島周辺 

禁漁区での漁業資源の保護育成にご協力をお願いします。 
 
【禁漁区】北之島（一ノ岩を含む） 
①北緯２７度４２分２０秒 東経１４２度０５分００秒 
②北緯２７度４４分４０秒 東経１４２度０５分００秒 
③北緯２７度４２分２０秒 東経１４２度０８分３０秒 
④北緯２７度４４分４０秒 東経１４２度０８分３０秒 
以上の４点で囲んだ範囲とする。 

 
【禁止行為】 
①禁漁区内での船釣り・磯釣り 
②禁漁区内において上陸し、漁業権内容物および穴ダコを 
採補すること 

 
● 問合せ先 小笠原島漁業協同組合 ２―２４１１ 

②

③①

④
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子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
（ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
） 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
７
月
28
日
（水
） 

午
前
10
時
30
分
～
正
午 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
２
階 

 

【
父
島
】 

《
日
時
》
７
月
29
日
（木
） 

午
前
10
時
30
分
～
正
午 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

【
内
容
】
お
母
さ
ん
お
父
さ
ん
の
応
援
シ
リ
ー
ズ 

「
力
を
抜
い
て
子
育
て
を｣ 

コ
ラ
ー
ジ
ュ
作
り
や
簡
単
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
な
ど 

【
講
師
】
認
定
臨
床
心
理
士 

光
定 

え
り 

【
注
意
事
項
】 

○
は
さ
み
、
の
り
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課 

 
 

２
―
３
９
３
９ 

 

イ
ラ
ス
ト
制
作
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集 

 

イ
ラ
ス
ト
を
制
作
し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。 

詳
細
は
健
康
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課 

 
 

２
―
３
９
３
９ 

             

    

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 
 

協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ)

の
コ
ー
ナ
ー 

 

小
笠
原
の
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
パ
ー
ト
14

 

「
小
笠
原
の
捕
鯨
」 

 

現
在
は
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が
盛
ん
な
小

笠
原
で
す
が
、
そ
の
昔
は
捕
鯨
漁
場
と
し
て
重
要
な

場
所
で
し
た
。 

欧
米
の
捕
鯨
船
は
、
１
８
２
０
年
に
小
笠
原
を
含
む

日
本
の
南
方
海
域
に
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
の
好
漁
場
を

発
見
し
ま
し
た
。
１
８
３
０
年
に
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

ツ
州
出
身
の
セ
ー
ボ
レ
ー
ら
25
人
が
小
笠
原
に
入

植
し
て
、
こ
れ
ら
欧
米
の
捕
鯨
船
と
の
交
易
を
始
め

ま
し
た
。 

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
は
有
名
な
文
学
作
品
「
白

鯨
（
モ
ビ
ー
デ
ィ
ッ
ク
）」
に
登
場
す
る
捕
鯨
船
の
母

港
で
も
あ
り
ま
す
。
か
の
ジ
ョ
ン
万
次
郎
は
、
ア
メ

リ
カ
の
捕
鯨
船
で
覚
え
た
技
術
を
日
本
に
伝
承
し
、

１
８
６
３
年
に
小
笠
原
近
海
で
２
頭
の
マ
ッ
コ
ウ
ク

ジ
ラ
の
捕
獲
に
成
功
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
小
笠
原
の
開
拓
初
期
の
歴
史
と
マ

ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
は
、
深
い
つ
な
が
り
が
あ
り
ま
す
。 

小
笠
原
近
海
で
の
捕
鯨
操
業
は
、
そ
の
後
、
一
時

衰
退
し
ま
す
が
、
１
９
２
３
年
に
東
洋
捕
鯨
（後
の
日

本
水
産
）が
清
瀬
に
解
体
場（
現
在
の
水
産
セ
ン
タ
ー

が
あ
る
場
所
）を
置
い
て
再
び
盛
ん
に
な
り
ま
す
。こ

の
清
瀬
の
解
体
場
は
、
１
９
４
１
年
に
兄
島
の
滝
之
浦

に
移
り
、
今
で
も
当
時
の
施
設
の
残
骸
が
残
っ
て
い

ま
す
。
母
島
で
は
遠
洋
捕
鯨
（後
の
大
洋
漁
業
）が
北

村
に
事
業
所
を
置
い
て
操
業
し
ま
し
た
。 

第
２
次
世
界
大
戦
後
は
、
占
領
下
に
置
か
れ
た
た

め
に
陸
上
を
基
地
と
す
る
操
業
は
で
き
ず
、
母
船
式

と
い
う
大
型
の
解
体
・
処
理
船
を
基
地
と
し
た
捕
鯨

操
業
が
１
９
５
１
年
ま
で
小
笠
原
近
海
で
行
な
わ
れ

ま
し
た
。 

１
９
２
３
年
か
ら
１
９
５
１
年
ま
で
の
小
笠
原
で
の

マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
の
捕
獲
頭
数
は
、
約
１
５
０
０
頭
に

達
し
ま
す
。
そ
の
後
、
１
９
８
１
年
か
ら
１
９
８
７
年

ま
で
母
島
の
東
港
に
処
理
場
を
設
け
て
、
ニ
タ
リ
ク

ジ
ラ
と
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
を
対
象
に
捕
鯨
操
業
が
再

開
さ
れ
、
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
は
こ
の
う
ち
１
９
８
１
年

の
み
51
頭
を
捕
獲
し
て
い
ま
す
。 

 

「小
笠
原
の
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
」は
今
号
を
も
っ
て

連
載
を
終
了
し
ま
す
が
、
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
の
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
シ
ー
ズ
ン
は
こ
れ
か
ら
が
本
番
で
す
。
ぜ

ひ
小
笠
原
の
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
を
見
に
い
き
ま
せ
ん

か
。 次

号
か
ら
は
「
小
笠
原
で
暮
ら
す
イ
ル
カ
た
ち
」

を
新
連
載
し
ま
す
。 

 

◎
第
29
回
Ｏ
Ｗ
Ａ
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・ 

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
勉
強
会 

 

【
日
時
】
７
月
８
日
（
木
） 

午
後
２
時
～
３
時
30
分 

午
後
７
時
～
８
時
30
分 

（
ど
ち
ら
か
一
方
） 

【
場
所
】
Ｂ
‐
し
っ
ぷ
（
商
工
観
光
会
館
） 

【
内
容
】
小
笠
原
に
住
む
イ
ル
カ
を
知
ろ
う 

小
笠
原
に
住
む
イ
ル
カ
を
知
る
た
め
に
用
い

ら
れ
て
い
る
個
体
識
別
法
を
学
び
な
が
ら
、
こ
れ

か
ら
の
イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
あ
り
方
を
考

え
ま
す
。 

【
参
加
資
格
】 

村
民
ま
た
は
認
定
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

２
―
３
２
１
５ 

    

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム 

推
進
委
員
会
の
コ
ー
ナ
ー 

 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
す
す
め
パ
ー
ト
37 

「
離
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
報
告
書 

パ
ー
ト
５ 

― 

入
り
込
み
客
数 

―
」 

  

今
回
は
、
国
土
交
通
省
離
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
研

究
会
で
提
言
さ
れ
た
観
光
客
の
入
り
込
み
客
数
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

                        

    図 

ピ
ー
ク
の
月
を
１
０
０
と
し
た
入
り
込
み
客
数 

（
海
外
は
日
本
人
の
み
）
の
月
別
変
動
（
報
告 

書
よ
り
抜
粋
） 
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小
笠
原
の
入
り
込
み
客
数
は
８
月
が
４
９
９
０
人

と
最
も
多
く
、
最
少
で
あ
る
１
月
の
１
０
２
３
人
と
は

５
倍
程
度
の
差
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
沖
縄
、
ハ

ワ
イ
、
グ
ア
ム
、
サ
イ
パ
ン
な
ど
の
離
島
観
光
地
で

は
、
こ
の
よ
う
な
月
別
変
動
の
差
が
小
さ
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。 

報
告
書
で
は
「
来
島
者
の
季
節
変
動
を
小
さ
く
す

る
（閑
散
期
の
底
上
げ
）と
と
も
に
、
自
然
地
域
で
の

行
動
を
管
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
然
へ
の
負
荷
を

抑
え
な
が
ら
、
観
光
関
連
事
業
者
の
経
営
を
安
定
化

す
る
。」
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
委
員
会
事
務
局 

（小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会
内
） 

 

２
―
３
２
１
５ 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
37 

 

― 

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
産
卵
場
と
し
て
の
大
村
海
岸 

― 
 

 

今
年
も
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
が
最
盛
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。
人
間
の
活
動
の
場
所
に
一
番
近
い
大

村
海
岸
で
も
、
順
調
に
産
卵
し
て
お
り
、
同
時
に
人

間
と
母
ガ
メ
の
接
触
率
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

ご
存
知
の
と
お
り
、
産
卵
に
上
陸
す
る
ア
オ
ウ
ミ

ガ
メ
は
た
い
へ
ん
敏
感
で
、
今
ま
で
に
人
間
の
気
配

や
動
き
、
ま
た
懐
中
電
灯
の
明
か
り
に
驚
い
て
海
に

帰
っ
て
し
ま
っ
た
例
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
事
が
続
く
と
、
浜
で
卵
を
産
め
な
い
母
ガ
メ

は
水
中
で
卵
を
放
出
し
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
、

呼
吸
を
し
て
い
る
卵
は
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
大
村

海
岸
の
波
打
ち
際
に
た
だ
よ
う
卵
を
、
見
か
け
ら
れ

た
方
も
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？  

 

も
と
も
と
、
大
村
海
岸
は
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産

卵
が
そ
れ
ほ
ど
多
い
浜
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
近
年
の
産
卵
状
況
は
、
他
の
浜
と
比
較
し

て
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
人
的
影
響
が
高
く
て

も
、
産
卵
浜
と
し
て
そ
れ
を
上
回
る
好
条
件
を
大
村

海
岸
が
満
た
し
つ
つ
あ
る
、
も
し
く
は
、
産
ま
れ
た

浜
へ
戻
る
と
い
う
仮
説
が
証
明
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、

大
村
海
岸
近
辺
の
浜
で
生
ま
れ
た
カ
メ
が
よ
う
や
く

親
に
な
っ
て
戻
り
つ
つ
あ
る
な
ど
、
様
々
な
要
因
が

考
え
ら
れ
ま
す
。 

つ
い
先
日
、夜
間
、青
灯
台
と
大
村
海
岸
の
間
を
、

迷
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
ず
っ
と
行
っ
た
り
来
た
り

泳
い
で
い
る
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
を
見
か
け
た
と
い
う
情

報
が
、
村
民
の
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

カ
メ
が
、
無
事
に
産
卵
で
き
た
か
ど
う
か
は
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
６
月
中
旬
か
ら
８
月
末
ま
で
、
小
笠
原

支
庁
自
然
公
園
係
と
小
笠
原
村
の
ご
理
解
に
よ
り
、

カ
メ
へ
の
影
響
を
考
え
て
大
村
海
岸
近
辺
の
外
灯
を

一
部
消
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
少
し
で
も
多
く
の

母
ガ
メ
が
無
事
産
卵
し
、
そ
の
様
子
を
皆
さ
ん
に
見

守
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、カ
メ
の
産
卵
期
間
中
、

大
村
海
岸
で
夜
間
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す

（
午
後
８
時
～
午
前
０
時
ご
ろ
）。
係
員
は
、
胸
に
カ

メ
の
マ
ー
ク
が
つ
い
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
い
ま
す
。

も
し
上
陸
し
て
き
た
母
ガ
メ
に
遭
遇
し
て
し
ま
っ
た

ら
、
静
止
し
、
カ
メ
の
視
界
に
入
ら
な
い
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
移
動
、
係
員
へ
の
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。
ご
質
問
等
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽
に

声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
こ
の
期
間
は
、
海
洋

セ
ン
タ
ー
に
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
、
他
の
浜
に
も
パ

ト
ロ
ー
ル
に
出
て
い
ま
す
。
も
し
大
村
海
岸
で
係
員

が
見
つ
か
ら
な
い
場
合
は
、
ご
遠
慮
な
く
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。 

行
政
お
よ
び
関
連
機
関
、
そ
し
て
村
民
の
皆
様
の

ご
理
解
に
よ
り
、
大
村
海
岸
に
お
け
る
カ
メ
の
産
卵

を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
夏
も
、
ご
協
力
い
た

だ
け
ま
す
よ
う
ス
タ
ッ
フ
一
同
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

○
お
知
ら
せ 

午
後
８
時
か
ら
行
っ
て
い
る
ナ
イ
ト
レ
ク
チ
ャ
ー

の
７
月
の
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。
ご
希
望
の
方

は
、
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

                       
            

●
問
合
せ
先 
小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
）
２
―
２
８
３
０ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://bonin-ocean.net 

   

  

７月のナイトレクチャー実施予定 

日 月 火 水 木 金 土 

― ― ― ― 
１ 

 

２ 

 

３ 

● 

４ 

● 

５ 

● 

６ 

 

７ 

 

８ 

 

９ 

● 

１０ 

● 

１１ 

● 

１２ 

 

１３ 

 

１４ 

 

１５ 

● 

１６ 

● 

１７ 

● 

１８ 

 

１９ 

 

２０ 

 

２１ 

● 

２２ 

● 

２３ 

● 

２４ 

 

２５ 

 

２６ 

 

２７ 

● 

２８ 

● 

２９ 

 

３０ 

● 

３１ 

● 

● ナイトレクチャー実施日 

おがさわら丸入港中 

 
 《 

訃 

報 

》 
  

小
笠
原
村
名
誉
村
民 

横
田 

政
次
氏

（
元
東
京
都
副
知
事 

89
歳
）
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
６
月
26
日
午
前
零
時
８
分
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。 

 

哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
こ
こ

に
謹
ん
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

横
田
氏
は
、
小
笠
原
諸
島
の
返
還
が
決
定

し
た
昭
和
43
年
の
５
月
、
当
時
、
東
京
都

の
総
務
局
長
職
に
あ
り
、
小
笠
原
調
査
団
長

と
し
て
初
め
て
来
島
さ
れ
ま
し
た
。 

以
来
、
村
民
と
一
丸
と
な
っ
て
、
復
興
開

発
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
昭
和
58
年
に
副
知
事
に
就
任
さ

れ
て
か
ら
も
、
幾
度
と
な
く
小
笠
原
村
を
訪

れ
、
大
局
的
な
見
地
か
ら
振
興
発
展
、
村
民

生
活
・
文
化
の
向
上
に
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま

し
た
。 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
小
笠
原
村
で
は
、

平
成
３
年
９
月
24
日
に
、
名
誉
村
民
称
号

記
を
授
与
い
た
し
ま
し
た
。 

小
笠
原
村
の
発
展
を
願
い
、
ご
尽
力
い 

た
だ
い
た
横
田
氏
に
、
深
く
感
謝
す
る
と
と 

も
に
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し 

ま
す
。 

 

小
笠
原
村 
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―  健康福祉課  ― 

―   第 ５９ 号  ― 

 
 
 
 
 
 

 

     

 

                                     

                                                                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちは日々時間に追われ･･･、仕事も忙しいし、見たいスポーツ中継もある、語り明かしたい友もいれば、育児

に家事もしなくっちゃ、自分の時間も作りたいなぁ･･･、ついつい睡眠も不足がちです。 
寝不足のまま、昼間の仕事場や学校でぼーっとしてしまったり、居眠りしている人はいませんか。 

信用問題にも響いていたり･･･？！ 

快適な睡眠を確保すること、質の良い睡眠を心がけることで、仕事も勉強も効率よく行ないたいものです。 

♪ 睡眠は人それぞれ、日中“元気ハツラツ～”が快適な睡眠のバロメーター ♪ 

快適な睡眠とは、“すぐに眠れる”“ぐっすり眠れる”“すっきり目覚める”ことが基本です。 

 皆さんの睡眠はいかがですか。朝、すっきり目覚めて、一日を生き生きと過ごすことができているでしょうか。 

≪ 快適な睡眠のために ≫ 

１．毎日規則正しい時刻に睡眠を取りましょう 

とは言っても、睡眠時間が不規則になることはよくありますよね。その場合でも、できる限り最低限、数時間は同

じ時間帯に睡眠を取るよう心がけます。眠くないからといって深夜まで夜更かしして起きているのではなく、横にな

れば体の疲れはとれますから、まずは決まった時刻にベッドに入り、目を閉じる癖をつけましょう。朝も、休日だか

らとお昼近くまで眠るのではなく、なるべく同じ時刻に起きるようにします。 

２．適度な昼寝で午後の眠気を乗り切ろう 

人体の睡眠リズムとして、午後２時くらいに眠気を生じることが明らかになっています。長い昼寝や夕方以降の昼

寝は夜の睡眠に悪影響を及ぼしますので、できれば午後３時までに、２０～３０分の短い昼寝をして、うまく午後の

眠気を乗り切りましょう。 

３．睡眠に問題を感じたら専門家に相談を 

睡眠は、生涯を通じて量・質ともに変化し、人それぞれで個人差があります。特に、歳を重ねるとともに、朝早く

目が覚めるようになったり、眠りが浅くなることは通常の加齢現象です。しかし、どうしても寝付けない、熟睡感が

ない、早朝に目が覚めてしまう、充分眠っても日中の眠気が強いなどが続く場合、体や心の病気の症状として、睡眠

障害が現れている可能性があります。一人で悩まず、医療機関等に相談しましょう。 

４．睡眠の妨げとなる原因を取り除こう 

就寝の４時間前以降のカフェイン摂取は入眠を妨げます。また、「睡眠薬代わりの寝酒」は、眠りが浅くなったり

断続的になるなど、睡眠の質を悪くします。寝酒で寝付きがよくなったという方もいますが、それは一時的なもので、

夜の後半には睡眠は浅くなり、早く目覚めやすくなります。また、毎晩寝酒を続けていると、徐々に寝付きも悪くな

り、量を増やす結果となります。くれぐれも睡眠を促すための寝酒は避けましょう。 

５．自分の生活スタイルや生活パターンにあった快適な睡眠方法を見つけよう 

適度な運動（とくに高齢の方は夕方の散歩などが効果的）は熟睡感を促します。また、起床時に適度な日光を浴び

ることは昼夜のメリハリをつけて体内リズムを整えます。軽い読書、音楽、香り、ストレッチなどは心身ともにリラ

ックスして眠りを促しますし、ぬるめの入浴は寝付きを良くします。 

室温は、夏は 25℃、冬は 15℃、湿度は 50％、部屋の明るさは 20～30 ルクス“おぼろげに何かが見える明る

さ”が睡眠によいとされています。 

できるところから、また、自分のあった方法を選んで、快適な睡眠方法を見つけていきましょう。 

すっきり目覚めた朝、ベランダに出て、うーんと背伸びをして、おもいっきり深呼吸をしてみてください。 
快適な睡眠で脳もからだもリフレッシュした朝は、朝食も美味しいですし、一日を元気に始めることができること

と思います。 
 

いよいよ太陽の日差しがまぶしい 
夏本番がやってきます。 

寝苦しい夜もありますが 
できるだけ心地よ～い 

眠りにつきたいものです♪ 
 

今月は“快適な睡眠をとろう”です。 



定期予防接種（三種混合、麻疹、風疹、日本脳炎） 西町・東町地区の街並み景観を考える会

海の安全運動（～8/31） ポンコツ車島外搬出申込締切

網・わな猟、銃猟免許試験希望者調査申込締切

村立小・中学校終業式

入港日 高校図書館開放（14:00～16:30）

高校図書館開放（14:00～16:30）

出港日

金融相談（～5［5は父島のみ］）

乳幼児健診・歯科健診（父島）

船待屋アルバイト募集締切

出港日 入港日

母島診療所 歯科診療再開 ビジターセンター夏の特設展（～9/1）

高校図書館開放（17:30～20:00）

村民対話集会（母島）

高校図書館開放（17:30～20:00）

OWAインタープリター勉強会 島外進学者支援制度 施設見学･説明会申込締切

入港日

参院選 母島期日前投票所最終日 出港日

くらしの総合相談（法律・税務）、遺言相談（～10） 村営バス夏季ダイヤ（～8/29）

北之島周辺海域禁漁開始 高校図書館開放（14:00～16:30）

参院選 母島繰上投票日

参院選 父島期日前投票所最終日

くらしの法律教室「売掛金の回収方法」

アカギ駆除ボランティア

小笠原小学校遠泳大会

高校図書館開放（14:00～16:30） 乳幼児心理相談（母島 ～28）

しながわ水族館「小笠原展」（～9/27）

薬剤相談（母島 ～30）

参院選 父島投票日 子育てセミナー（母島）

村民意見・提案・相談受付窓口

出港日 高校図書館開放（17:30～20:00）

母島巡回労働相談

乳幼児心理相談（父島）

子育てセミナー（父島）

村民対話集会（父島）

高校図書館開放（17:30～20:00）

高校図書館開放（14:00～16:30）

入港日

7 水

11 日

10 土

4 日

9 金

5 月

6 火

8 木

21 水

24 土

23 金

22 木

27

29 木

火

28 水

12 月

14 水

13 火

15 木

3 土

日付 曜日

1 木

2 金

行　事　予　定 行　事　予　定日付 曜日

20 火

16 金

18 日

17 土

19 月

30 金

31 土

26 月

25 日

海の日

入・出港日

入・出港日


